
標準予防策チェックリスト　　

視点

②防護具が必要な場所に、設置され管理されている

③患者の病室から出る前に、個人防護具を脱ぎ処理をしている

良い 要改善 良い 要改善

適正な洗濯ができているか
リネンからの感染を防ぐ
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①防護具着脱の教育が実施されている（手袋・マスク・ガウン・ゴーグル）

不潔エリアと清潔エリアが明確になって
いる

器材による感染を防ぐ

湿性生体物質による衣服の汚染と皮膚へ
の接触を防ぐ

器材による感染を防ぐ

リスク分類ごとに処理ができているか
器材による感染を防ぐ、器材の破損を防
湿性生体物質による衣服の汚染と皮膚へ
の接触、飛沫を防ぐ
有機物質(汚れ）が残存していると滅
菌・消毒効果が低下する
蓋→消毒薬の揮発を防ぐ
浸漬→器材の消毒不足による感染を防ぐ

巡視の視点・根拠
ＩＣＴチェック

環境が汚染されるのを防ぐ

搬送時、洗濯時の周囲への汚染を防ぐ

血液・体液等による衣服の汚染と皮膚の
接触を防ぐ

部署自己チェック

患者の蘇生時は適切な個人防護具を使用している

スポルデｲングの分類に基づいて、処理をしている

手洗いと器材洗浄の流しが別になっていて、表示がある

巡視項目 巡視項目

リネン交換時、交換したリネンを床に置いていない
感染症患者に使用したリネン、血液・体液等で汚染されたリネン
を移動させるときは、ビニール袋に入れている
血液・体液等が付着しているリネン交換時に、個人防護具を使用
している
血液・体液等で汚染されたリネン類を洗濯する場合は、熱水洗濯
機を使用して80℃、10分以上の消毒をする

患者の蘇生に使用した器材は適切に消毒・滅菌をしている

洗浄時、ゴーグル・サージカルマスク・ガウン・手袋を着用して
いる
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使用済みの器材はすぐに処理され、放置されていない

器材を滅菌・消毒する前には、必ず十分な洗浄をしている

消毒は蓋付き容器を使用し、器材全体が消毒薬に浸漬されている


	リネン・蘇生・器材

